～　前払金の対象を拡大します！　～

世界的な経済不況の中、急激な円高の進行や資材費の高騰が市民の生活にも影響を及ぼしています。特に中小企業の資金繰りの悪化や倒産件数の増加は顕著であり、依然として厳しい状況が続いています。
そこで本市では、市内中小企業者の非常に厳しい状況を踏まえ、前払金の対象を拡大することとしました。

これまでは、契約の確実な履行を担保するため、資材調達等の準備資金が必要とされる一定規模以上のものであり、かつ工期が６０日以上の要件を満たす場合に限って前払金を認めてきました。

今回の改正は、工期の要件を緩和し、保証事業会社の前払金保証への加入を条件に、前払金を可能とするものです。この改正によって、資金の調達に苦慮する中小企業者でも、工事に参入する機会が拡大されることが期待されます。

記

１　変更内容

・前払金の対象となる契約

≪現　行≫　契約額が１３０万円以上かつ履行期間が６０日以上の工事及び業務委託で前払金保証されたものを対象に、工事が契約額の４割を限度、業務委託が契約額の３割を限度として支給。
≪変更後≫　契約額が１３０万円以上の工事及び業務委託で前払金保証されたものを対象に、工事が契約額の４割を限度、業務委託が契約額の３割を限度として支給。
２　変更時期

平成２１年１１月１日



八代市では、契約額が１３０万円以上で、かつ工期（履行期間）が６０日以上の工事及び工事関係業務委託を前払金の対象としていましたが、平成２１年１１月１日から工期（履行期間）が６０日以上という要件を撤廃します。


したがって、今までは、工期の短い工事の場合、前払金の対象とならず、保証事業会社の契約保証も受けられませんでしたが、今後は、工期の短いものでも、前払金の対象となり、保証事業会社の保証も受けられるようになります。
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八代市役所　契約検査課
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